


た
い（

1
）。
文
献
史
料
等
か
ら
判
明
す
る
経
歴
は
、
次
の
と
お
り
。

　

広
実
存
命
中
の
も
の
と
し
て
は
、
幕
末
の
木
挽
町
狩
野
家
絵
師
、
朝
岡
興
禎
に
よ
る
画
人
伝

『
古
画
備
考
』（
嘉
永
三
年
／
一
八
五
〇
起
筆
）
巻
三
十
四
の
住
吉
広
行
門
人
の
欄
に
「
広
実
、
遠

藤
伴
助
」
と
あ
る
ほ
か
、弘
化
年
間
（
一
八
四
四
～
四
七
）
の
『
松
山
歴
俸
略
記
』（2
）
に
「
二
代
、

六
十
俵
三
人
扶
持　

遠
藤
伴
助
」、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
『
松
山
武
鑑
』
常
府
の
常
詰
格

の
欄
に
「
六
十
俵　

任
師　

遠
藤
伴
助
」、安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
『
幕
末
松
山
藩
御
役
録
』

（
3
）
常
詰
格
の
欄
に
「
六
十
俵　

常
府
、
格　

遠
藤
伴
助
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
が
あ
る
。

　

明
治
以
降
の
も
の
と
し
て
は
、
川
崎
千
虎
・
松
尾
四
郎
編
『
名
印
部
類　

国
風
画
』（
明
治

二
十
五
年
／
一
八
九
二
）
に
住
吉
家
、
板
谷
家
、
粟
田
口
家
な
ど
と
並
ん
で
「
遠
藤
家
」
と
し

て
項
目
が
立
て
ら
れ
、
広
古
以
降
の
系
図
と
広
古
、
広
実
の
印
譜
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

4
）。
本

書
は
「
国
風
画
」
と
あ
る
よ
う
に
、
巨
勢
金
岡
以
来
の
や
ま
と
絵
の
各
流
派
の
系
譜
に
つ
い
て

説
い
た
も
の
で
、
日
本
画
家
で
あ
り
有
職
故
実
研
究
家
で
も
あ
っ
た
川
崎
千
虎
（
一
八
三
七
～

一
九
〇
二
）
の
編
纂
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
降
に
広
実
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
史
料
、    

た
と
え
ば
『
東
洋
美
術
大
観
』
五
（
明
治
四
十
二
年
／
一
九
〇
九
）（5
）
や
、

沢
田
章
編
『
日
本
画
家
大
辞
典
』（
大
正
二
年
／
一
九
一
三
）（6
）
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
『
名

印
部
類
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
名
印
部
類
』
が
、
近
代
以
降

の
遠
藤
家
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
川
崎
千
虎
編
纂
と
い
う
こ
と
の
信
頼
性
も
含
め
、
基
準

的
な
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、愛
媛
の
近
世
絵
画
史
を
初
め
て
包
括
的
に
論
じ
た
河
野
是
山
「
伊
予
絵
画
概
説
」（
昭

は
じ
め
に

　

歴
代
の
松
山
藩
絵
師
研
究
は
、初
代
御
用
絵
師
の
松
本
山
雪
（
？
～
一
六
七
六
）
に
関
し
て
は
、

当
館
で
の
調
査
研
究
及
び
二
〇
〇
七
年
開
催
の
企
画
展
を
も
っ
て
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
ら
れ

た
が
、
そ
れ
以
降
の
絵
師
た
ち
に
つ
い
て
は
、
未
解
明
な
点
が
多
い
。
遠
藤
広
実
（
天
明
四
年

／
一
七
七
四
～
文
久
二
年
／
一
八
六
二
）
も
そ
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
広
実
は
、
父
の

広
古
（
一
七
四
八
～
一
八
二
四
）
と
と
も
に
、
江
戸
詰
め
の
形
で
、
二
代
に
わ
た
っ
て
藩
に
仕

え
た
江
戸
後
期
の
住
吉
派
の
絵
師
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
先
学
に
よ
る
研
究
が
わ
ず
か
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
歴
は
不
明
な
点
が
未
だ
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
長
ら
く
体

系
的
研
究
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
最
近
の
当
館
で
の
調
査
等
に
よ
っ
て
、
新
た
な
作
品
の
存
在
が
多
く
確
認
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
は
、
い
か
に
も
住
吉
派
ら
し
い
正
攻
法
の
や
ま
と
絵
以
外
に
も
、
幅
広
い
様
式
を
修

得
し
て
い
た
ら
し
き
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
従
来
の
絵
師
像
を
修
正
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
広
実
研
究
に
着
手
で
き
る
材
料
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
広
実
の
体
系
的
研
究
の
序
論
と
し
て
、
経
歴
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
実
見
調
査
し
え
た
全
て
の
作
品
に
つ
い
て
、
落
款
・
印
章
の
整
理
と
考
察

を
行
い
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

経
歴

　

従
来
の
先
行
研
究
及
び
新
た
に
判
明
し
た
項
目
に
基
づ
き
、
広
実
の
経
歴
を
ま
と
め
て
お
き

松山藩絵師・遠藤広実研究（一）
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和
二
十
六
年
／
一
九
三
七
）（7
）
で
は
「
広
古
の
子
に
し
て
天
明
四
年
江
戸
に
生
れ
、
幼
名
古
致
、

通
称
伴
助
と
云
ふ
。
住
吉
広
行
に
就
き
画
法
を
修
得
し
、
筆
致
精
密
、
彩
色
土
佐
派
に
類
し
絢

麗
な
り
。
人
物
画
の
傑
作
多
し
、
山
水
画
は
多
く
意
想
に
出
で
た
る
構
図
に
て
極
彩
の
も
の
な

り
。
伊
予
に
於
け
る
同
派
の
第
一
人
者
な
る
べ
し
。
文
久
二
年
七
十
九
歳
を
以
っ
て
没
す
其
門

に
桂
心
、
桂
舟
あ
り
。」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
結
城
素
明
の
著
書
『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』 （
昭
和
十
年
／
一
九
三
六
）
の
中

に
、
寛
文
十
一
年
（
一
七
六
一
）
十
一
月
二
日
没
の
「
遠
藤
興
甫
」
と
い
う
絵
師
の
墓
所
が
あ

る
東
京
赤
坂
の
種
徳
寺
に
「
興
也
、
興
雲
、
興
有
、
興
栄
、
広
古
、
広
実
、
貫
周
、
広
宗
等
子

孫
の
墓
あ
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
が
新
た
に
見
出
さ
れ（

8
）、
広
古
、
広
実
以
前
に
も
遠
藤

家
代
々
が
画
家
と
し
て
江
戸
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

9
）。

　

さ
ら
に
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
の
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
の
中
に
住
吉

家
と
松
山
藩
と
の
接
点
を
示
す
新
た
な
史
料
が
見
出
せ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の

間
に
、
五
代
広
行
（
一
七
五
五
～
一
八
一
一
）
以
降
の
住
吉
家
歴
代
当
主
に
よ
り
鑑
定
さ
れ
た

古
画
の
添
状
、
鑑
定
書
、
極
札
等
を
控
え
た
も
の
で
あ
る
。
大
名
家
を
中
心
と
し
た
武
家
（
酒

井
抱
一
の
名
も
度
々
見
え
る
）
や
道
具
屋
な
ど
の
町
人
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
の
鑑
定
が
主
で
、

住
吉
派
が
代
々
古
画
と
り
わ
け
や
ま
と
絵
の
鑑
定
を
よ
く
す
る
流
派
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る（

10
）。
今
回
、
公
刊
さ
れ
た
資
料
（
11
）
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）、
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
「
松
平
隠
岐
守
」
す
な
わ
ち
第
九
代
松
山
藩
主
の
松

平
定
国
（
一
七
五
七
～
一
八
〇
四
）
か
ら
の
依
頼
が
二
件
あ
っ
た
こ
と
が
見
出
せ
た
（
12
）。
鑑
定

し
た
の
は
、
広
実
の
師
で
あ
る
住
吉
広
行
で
、
間
接
的
で
あ
る
も
の
の
、
広
実
存
命
中
の
史
料

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
広
実
は
十
六
～
七
歳
と
い
う
年
齢
な
の
で
、
父
広
古
に
つ
い

て
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
頃
だ
ろ
う
。
広
古
、
広
実
が
松
山
藩
絵
師
に
登
用
さ
れ
た
の
は
、
住
吉

派
の
こ
う
し
た
鑑
定
の
仕
事
で
の
取
次
ぎ
等
に
よ
る
出
入
り
が
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
は
大
い

に
考
え
ら
れ
る
（
13
）。

　

な
お
広
実
に
は
、
広
宗
、
貫
周
、
広
賢
の
少
な
く
と
も
三
子
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

14
）。

最
年
少
の
広
賢
（
一
八
三
五
～
八
三
）
は
、七
代
弘
貫
（
一
七
九
三
～
一
八
六
三
）
の
養
子
と
な
っ

て
住
吉
宗
家
の
八
代
目
を
継
ぎ
、
当
主
と
し
て
幕
府
や
宮
中
の
御
用
を
つ
と
め
な
が
ら
、
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）
の
パ
リ
万
博
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
等
国
内
外
の

展
覧
会
に
出
品
を
続
け
、 

明
治
維
新
後
は
、 

狩
野
友
信（
一
八
四
三
～
一
九
一
二
）ら
と
と
も
に
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日
本
美
術
研
究
に
も
協
力
し
て
い
る
。
広
宗
（
一
八
二
四
～
？
）
は
、
明
治

十
七
年（
一
八
八
四
）の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
受
賞
し
た
ほ
か
、 

同
十
八
年（
一
八
八
五
）

の
鑑
画
会
第
一
回
大
会
に
も
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
貫
周
（
一
八
三
〇
～
？
）
も
、
幕
末
に
若

狭
小
浜
藩
酒
井
家
に
仕
え
、
明
治
維
新
後
は
内
務
省
地
理
寮
、
農
商
務
省
な
ど
に
勤
務
し
、
明

治
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
内
国
絵
画
共
進
会
で
受
賞
す
る
な
ど
、
三

子
の
い
ず
れ
も
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
美
術
史
上
重
要
な
場
面
で
活
動
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
父
広
実
の
代
に
、
遠
藤
家
が
住
吉
派
内
で
の
立
場
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
た
可
能

性
も
推
測
さ
れ
る
。
彼
ら
広
実
の
子
息
た
ち
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
の
梶
岡
論
文
に
て
詳
し
く

考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
一
読
さ
れ
た
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
譜
代
大
名
な
が
ら
親
藩
に
匹
敵
す
る
待
遇
で
あ
っ
た
久
松
松
平
家
の
絵
師

と
し
て
仕
え
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
家
格
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
、
子
息
た
ち
の
活

動
内
容
を
見
て
も
、
幕
末
の
住
吉
派
に
お
け
る
遠
藤
家
の
立
場
の
強
さ
は
十
分
に
推
測
で
き
る
。

近
年
、
広
実
と
同
時
代
に
松
山
藩
絵
師
を
つ
と
め
た
荻
山
雅
弘
（
？
～
一
八
七
六
）
が
、
藩
の

広
実
に
対
す
る
厚
遇
を
う
ら
や
み
、
自
ら
の
待
遇
の
改
善
を
求
め
た
と
い
う
嘆
願
書
の
存
在
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が（

15
）、
そ
の
こ
と
も
や
は
り
遠
藤
家
の
家
格
の
高
さ
を
裏
付
け
て
い
る

と
言
え
る
。

落
款
・
印
章
の
整
理
と
考
察

　

今
回
取
り
上
げ
た
作
品
は
全
二
十
三
点
で
、
内
訳
は
愛
媛
県
美
術
館
所
蔵
分
が
十
一
点
（
16
）、

そ
の
他
が
十
二
点
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
過
去
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
り
、
図
版

等
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
慎
重
を
期
し
て
、
筆
者
が
実
見
し
て
い
な
い
も

の
は
除
外
し
た
。
ま
た
《
久
万
山
真
景
絵
巻
》 （
町
立
久
万
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
に
、
従
来
広
実
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の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
落
款
・
印
章
を
有
し
な
い
が
ゆ
え
に
、

必
然
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
除
外
し
た
。
作
品
の
全
図
及
び
落
款
・
印
章
の
拡
大
図

版
は
、
末
尾
に
一
覧
を
掲
載
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

抽
出
さ
れ
た
印
章
は
全
九
種
。
年
記
の
あ
る
作
品
を
基
準
に
、
落
款
・
印
章
さ
ら
に
は
作
品

に
つ
い
て
の
お
お
よ
そ
の
編
年
を
試
み
た
結
果
が
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
「
廣
實
之
印
」
朱
文
方
印
（
Ⅰ
）

　

確
認
さ
れ
る
う
ち
最
も
若
年
期
の
①
《
関
羽
図
》
②
《
拾
得
図
》
の
二
点
に
使
用
さ
れ
る
。

①
に
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
年
記
が
あ
り
、
二
十
二
歳
の
作
と
判
明
す
る
。
②
は
年
記

が
な
い
が
、
落
款
が
①
と
全
く
同
じ
書
体
で
あ
り
、
同
時
期
（
二
十
歳
代
前
半
）
の
作
と
見
て

間
違
い
な
い
。
絵
自
体
は
、
古
画
（
狩
野
派
あ
る
い
は
中
国
絵
画
）
写
し
と
見
ら
れ
、
①
に
は

模
写
し
た
原
画
の
彩
色
や
文
様
に
つ
い
て
の
メ
モ
が
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
や
ま
と
絵

と
は
異
な
り
、
従
来
の
広
実
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
離
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
い
か
に
も
修
行
時
代

の
作
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
落
款
の
書
体
も
実
に
謹
直
で
、
若
書
き
で
あ
る
こ
と
を
証
左
す
る
。

Ｂ
「
赤
木
青
艸
」
朱
文
重
郭
方
印

　

③
《
伊
尹
像
》
に
の
み
使
用
さ
れ
る
。
上
部
に
、
渡
辺
崋
山
の
若
年
期
の
師
と
し
て
知
ら
れ

る
京
都
の
文
人
画
家
、
白
川
芝
山
（
一
七
五
八
～
一
八
五
〇
）
の
賛
が
あ
る
。
賛
の
年
記
が
文

化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、絵
も
同
年
の
作
と
す
れ
ば
、広
実
は
三
十
一
歳
。

落
款
も
初
名
と
さ
れ
る
「
古
致
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
早
期
の
も
の

と
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
中
国
古
代
の
政
治
家
、
伊
尹
の
像
と
い
う
、
や
は
り
や
ま
と
絵

ら
し
か
ら
ぬ
特
異
な
題
材
か
ら
し
て
、
①
②
の
よ
う
に
古
画
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
か
。
そ
れ

ゆ
え
、
文
人
風
の
印
章
を
使
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｃ
「
士
招
」
朱
文
方
印

　

④
《
雪
に
犬
図
》
に
の
み
使
用
さ
れ
る
。
年
記
が
な
い
が
、③
《
伊
尹
像
》
と
同
じ
く
「
古
致
」

落
款
と
い
う
こ
と
で
、
三
十
歳
代
の
作
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
ち
ら
は
朝
鮮
絵
画
風
の
犬
図
で
、

や
は
り
様
々
な
ス
タ
イ
ル
を
学
習
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
青
年
期
に
ふ
さ
わ
し
い
。
や
ま
と
絵
と

は
異
な
る
作
風
の
場
合
は
、
意
図
的
に
印
章
を
使
い
分
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ｄ
「
廣
實
」
朱
文
重
郭
方
印
（
Ⅰ
）

　

⑤
《
菅
公
像
》
に
の
み
使
用
さ
れ
る
。
次
に
述
べ
る
Ｅ
「
廣
實
」
印
と
併
せ
、
年
記
の
あ
る

作
品
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
広
実
の
場
合
、
年
記
を
有
す
る
作
品
の
ほ
ぼ
全
て
は

六
十
歳
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
、
中
年
期
（
四
十
～
五
十
歳
代
）
は
作
風
が
よ
く
分
か
ら
ず
、

広
実
の
中
で
は
「
空
白
期
間
」
と
言
え
る
。
し
か
し
絵
師
と
し
て
は
、
最
も
円
熟
し
た
時
期
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
の
で
、
作
品
の
多
様
性
を
踏
ま
え
、
今
回
は
仮
に
Ｄ
・
Ｅ
印
の
一
群

を
四
十
～
五
十
歳
代
と
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。
な
お
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
の
中
に
は
、
中
世

の
「
菅
神
尊
影
」
が
多
数
登
場
し
、《
菅
公
像
》
も
派
内
で
蓄
積
さ
れ
た
模
写
・
粉
本
を
基
に
描

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｅ
「
廣
實
」
朱
文
重
郭
方
印
（
Ⅱ
）

　

一
見
Ｄ
印
と
同
じ
だ
が
、
厳
密
に
は
Ｄ
印
よ
り
も
縦
横
と
も
四
ミ
リ
ほ
ど
大
き
い
。
⑥
《
行

事
図
》
⑦
《
邸
内
貴
人
図
》
⑧
《
十
六
羅
漢
図
》
⑨
《
縁
先
美
人
図
》
⑩
《
内
裏
雛
図
》
の
五

点
に
使
用
さ
れ
る
。
⑥
⑦
の
よ
う
に
や
ま
と
絵
の
王
道
を
行
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
⑧
の
仏
画
、

⑨
の
浮
世
絵
風
と
作
風
が
幅
広
い
。
⑧
は
『
住
吉
家
鑑
定
控
』
に
登
場
す
る
画
題
で
も
あ
り
、

御
用
絵
師
の
仕
事
と
し
て
も
当
然
手
が
け
て
し
か
る
べ
き
類
の
作
品
だ
ろ
う
が
、
⑨
の
よ
う
な

作
品
を
真
作
と
断
じ
て
良
い
か
は
、
現
段
階
で
は
正
直
た
め
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
作
品
そ
の

も
の
の
考
察
も
含
め
、
Ｄ
・
Ｅ
印
の
一
群
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
た
い
。

　
Ｆ
「
住
吉
之
徒
」
朱
文
方
印

　

⑪
《
桜
山
人
物
図
》
⑭
《
貴
人
観
月
図
》
⑰
《
御
所
車
図
》
⑳
《
月
下
貴
人
図
》
の
四
点
に

使
用
さ
れ
る
。
⑪
は
六
十
一
歳
（
弘
化
元
年
／
一
八
四
四
）、
⑭
は
七
十
一
歳
（
嘉
永
七
年
／

松山藩絵師・遠藤広実研究（一）
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一
八
五
四
）、
⑰
は
七
十
六
歳
（
安
政
六
年
／
一
八
五
九
）
の
年
記
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
こ
の
印

章
が
六
十
～
七
十
歳
代
に
か
け
て
比
較
的
長
期
間
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
広
実
の

場
合
、還
暦
以
降
の
作
に
は
原
則
的
に
「
行
年
●
●
歳
」
と
明
記
し
て
お
り
、晩
年
に
関
し
て
は
、

把
握
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
⑰
を
は
じ
め
と
す
る
七
十
歳
代
の
作
品
は
、
安
定
し
た
優

美
な
や
ま
と
絵
技
法
が
駆
使
さ
れ
、
広
実
の
作
風
の
到
達
点
を
こ
こ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
十
五
年
遡
る
⑪
は
、
や
や
濃
厚
で
力
強
さ
を
感
じ
る
の
も
当
然
か
。

　

な
お
こ
こ
で
、
年
記
が
あ
る
も
の
を
基
準
に
し
て
、
落
款
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
く
と
、
時

期
に
よ
っ
て
変
化
が
見
ら
れ
る
の
が
、「
藤
原
廣
實
」と
記
す
場
合
の「
原
」「
廣
」の
二
字
で
あ
る
。

「
原
」
字
の
「
小
」
の
部
分
が
、六
十
歳
代
か
ら
七
十
歳
代
に
か
け
て
は
「
小
」
で
は
な
く
、「
水
」

に
近
い
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
が
顕
著
に
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
先
の
Ｄ
・
Ｅ
印
の
一
群
で

は
「
小
」
を
そ
れ
ほ
ど
崩
さ
ず
に
書
い
て
い
る
。
ま
た
「
廣
」
字
の
ほ
う
は
、「
ハ
」
の
部
分
を
、

七
十
歳
代
に
な
る
と
一
筆
で
つ
な
げ
て
書
く
癖
が
認
め
ら
れ
る
が
、
六
十
歳
代
の
作
品
で
は
、

そ
こ
ま
で
顕
著
で
は
な
い
。
な
お
Ｄ
・
Ｅ
印
の
一
群
は
「
ハ
」
は
は
っ
き
り
と
二
画
に
分
か
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
特
徴
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
落
款
に
よ
っ
て
、
以
下
の
部
分
で
作
画
期

を
あ
る
程
度
判
別
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅰ　

四
十
～
五
十
歳
代･･･

「
原
」
の
「
小
」、「
廣
」
の
「
ハ
」

Ⅱ　

六
十
歳
代･･･

「
原
」
の
「
水
」、「
廣
」
の
「
ハ
」

Ⅲ　

七
十
歳
代･･･

「
原
」
の
「
水
」、「
廣
」
の
「
ハ
」
を
一
筆
に
つ
な
げ
る

　　

ゆ
え
に
⑳
《
月
下
貴
人
図
》
は
、
年
記
が
な
い
が
、
落
款
の
特
徴
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

七
十
歳
代
の
も
の
と
推
測
で
き
る
。

Ｇ
「
廣
實
之
印
」
朱
文
方
印
（
Ⅱ
）

　

⑫
《
貴
人
観
画
図
》
⑮
《
吉
野
・
龍
田
図
》
⑯
《
伊
予
四
季
図
屏
風
》
㉑
《
貴
人
観
楓
図
》

の
四
点
に
使
用
さ
れ
る
。
最
初
期
の
Ａ
印
と
同
字
で
あ
る
が
、
Ｇ
印
は
正
方
形
な
の
に
対
し
、

Ａ
印
は
縦
が
二
ミ
リ
ほ
ど
長
い
の
で
別
印
と
み
な
さ
れ
る
。
⑮
に
七
十
三
歳
（
安
政
三
年
／

一
八
五
八
）、
⑯
に
七
十
五
歳
（
安
政
五
年
／
一
八
六
〇
）
の
年
記
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
で
、
や

は
り
晩
年
期
に
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
年
記
の
な
い
他
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
落

款
の
書
体
変
遷
に
即
し
て
見
る
と
⑫
は
六
十
歳
代
、
㉑
は
七
十
歳
代
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
印
も

Ｆ
印
同
様
に
六
十
～
七
十
歳
代
に
使
用
し
た
も
の
か
。
技
法
・
作
風
的
に
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

が
最
も
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

Ｈ
「
廣
實
之
印
」
白
文
方
印

　

⑬
《
鶴
図
》
⑲
《
三
番
叟
図
》
㉒
《
山
水
之
図
》
㉓
《
雪
景
図
》
の
四
点
に
使
用
さ
れ
る
。

⑬
は
七
十
歳
（
嘉
永
六
年
／
一
八
五
三
）、
⑲
は
七
十
八
歳
（
万
延
二
年
／
一
八
六
一
）
の
そ
れ

ぞ
れ
年
記
が
あ
る
の
で
、
Ｆ
・
Ｇ
印
と
並
行
し
て
晩
年
期
に
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
㉒
㉓

に
つ
い
て
も
、
落
款
の
特
徴
か
ら
見
て
も
、
七
十
歳
代
と
し
て
相
違
な
い
。
⑬
は
江
戸
狩
野
風

あ
る
い
は
部
分
的
に
南
蘋
風
な
特
徴
も
あ
り
、
晩
年
に
お
い
て
も
や
ま
と
絵
以
外
の
様
式
を
発

揮
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

Ｉ
「
秋
霝
志
」
白
文
長
方
印

　

⑱
《
双
蝶
図
》
に
の
み
使
用
さ
れ
、
七
十
七
歳
（
万
延
元
年
／
一
八
六
〇
）
の
年
記
が
あ
る
。

上
部
に
、
松
山
藩
の
儒
者
、
日
下
伯
巌
（
一
七
八
五
～
一
八
六
六
）
の
賛
が
あ
る
。
広
実
と
伯

巌
と
は
同
年
代
で
あ
り
、
と
も
に
藩
に
仕
え
た
身
同
士
と
い
う
こ
と
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

的
作
品
と
言
え
る
。
両
者
の
交
友
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、③
《
伊
尹
像
》
同
様
、

広
実
の
文
人
画
家
的
な
側
面
が
う
か
が
え
る
興
味
深
い
作
例
。
そ
れ
ゆ
え
、
や
は
り
印
も
文
人

風
に
あ
つ
ら
え
た
も
の
か
。
絵
は
、
蝶
の
み
を
描
い
た
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
他
の
作

品
と
は
比
較
が
難
し
い
が
、
落
款
自
体
は
真
筆
と
見
て
問
題
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
落
款
・
印
章
の
整
理
・
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
様
式
的
変
遷
及
び
そ
れ
に
従
っ
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て
の
作
品
の
お
お
よ
そ
の
編
年
を
行
い
得
た
。
今
後
の
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。
今
回
、Ｄ
・
Ｅ
「
廣
實
」
印
を
有
す
る
作
品
群
に
つ
い
て
は
、仮
に
空
白
の
中
年
期
（
四
十

～
五
十
歳
代
）
の
作
と
し
て
位
置
づ
け
た
が
、
今
後
作
品
そ
の
も
の
の
詳
細
な
考
察
に
よ
っ
て
、

修
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
点
に
し
か
使
用
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
印

章
が
複
数
あ
り
、
こ
れ
ら
も
今
後
使
用
例
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
広
実
の
作
品
は
、

今
後
も
ま
だ
出
現
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
過
去
の
展
覧
会
・
図
版
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の

も
含
め
て
、
作
品
や
資
料
の
博
捜
を
続
け
、
出
来
る
だ
け
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
で
、
今
回

の
考
察
を
随
時
補
強
・
更
新
し
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
広

実
の
体
系
的
研
究
を
段
階
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

松山藩絵師・遠藤広実研究（一）

５

広
実
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
は
以
下
の
と
お
り
。

稲
次
保
夫
「
伊
予
の
画
人　

松
山
藩
住
吉
派
」（
上
）（
中
）（
下
）『
愛
媛
新
聞
』
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
五

月
十
七
日
～
十
九
日
号
掲
載

稲
次
保
夫
「
遠
藤
広
実
」『
伊
予
の
画
人
』
愛
媛
新
聞
社
、
一
九
八
六
年

『
松
山
の
藩
絵
師
』
展
図
録
、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
、
一
九
八
六
年

矢
野
徹
志
『
愛
媛
の
近
世
画
人
列
伝
―
伊
予
近
世
絵
画
の
流
れ
―
』
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
、
一
九
九
六
年

『
愛
媛
・
感
動
の
美
術
家
た
ち
展　

第
１
期
展　

江
戸
か
ら
明
治
―
愛
媛
美
術
の
黎
明
か
ら
開
花
』
展
図
録
、

セ
キ
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年

梶
岡
秀
一
「
江
戸
時
代
伊
予
国
諸
侯
の
絵
師
の
制
度
に
関
す
る
一
試
論
」『
愛
媛
県
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
六
号
、

二
〇
〇
七
年

伊
予
史
談
会
編
『
伊
予
史
談
会
双
書　

第
十
九
集　

松
山
藩
役
録
』
一
九
八
九
年

前
掲
（
２
）『
伊
予
史
談
会
双
書　

第
十
九
集　

松
山
藩
役
録
』

該
当
部
分
を
引
用
す
る
と
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　
　

○
遠
藤
系
図

　
　

住
吉
広
守
門
人

　
　
　
　
　
　
　
本
姓
梅
原
氏
後
遠
藤
ト
改
ム　

初
広
起　

蝸
蘆
ト
号
ス

　
　
　

広
古

　
　
　
　
寛
政
年
中
伊
予
松
山
松
平
家
ノ
画
師
ト
為
ル
累
世
之
ヲ
襲
フ

　
　
　
　
文
政
七
年
十
一
月
十
七
日
死
年
七
十
七

　
　
　
　
　
　
　
初
名
古
致
又
古
行　

通
称
伴
助　
　
　
　
　
　
　
　

現
存　
　
　
　
　
　
　
　

現
存

　
　
　

広
実	

広
宗　
　
　
　
　
　
　

賢
武

　
　
　
　
文
久
二
年
五
月
廿
六
日
死
年
七
十
九	

貫
周　
　
現
存

　

	

広
賢　
　
初
広
文　

幼
名
茂
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
弘
貫
ノ
養
子
ト
ナ
ル

該
当
部
分
を
引
用
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
。

　

広
守
の
門
人
に
遠
藤
広
古　
本
姓
梅
原
氏
、
後
遠
藤
ト
改
ム
、
初
広
起
、
蝸
蘆
ト
号
ス
、
寛
政
年
中
、
伊
予
松
山
松

平
家
ノ
画
師
ト
為
ル
、
累
世
之
ヲ
襲
フ
、
文
政
七
年
十
一
月
十
七
日
死
、
年
七
十
七
（
名
印
部
類
）　

あ
り
。
そ
の
子
広

実　
初
古
致
、
又
古
行
、
通
称
伴
助
、
文
久
二
年
五
月
廿
六
日
死
、
年
七
十
九
（
同
書
）　

嗣
ぐ
。
広
行
の
門
人
に
板
谷

桂
意
広
春
、
後
に
出
づ　

遠
藤
権
之
助
広
宗
、
広
実
の
子
、
広
宗
の
弟
に
貫
周
、
広
賢
あ
り
、
広
賢
は
住
吉
家
を
嗣

註（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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げ
り　

渡
邊
図
書
広
芳
、
又
広
輝
か
、
弘
化
元
年
江
戸
城
御
本
丸
御
使
座
敷
御
小
襖
四
枚
立
田
を
画
け
り　

山
名
大
輔

広
政　
初
名
行
雅　

等　

遠
藤
広
実
は
前
に
出
づ　

あ
り

該
当
部
分
を
引
用
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
。

　

画
家
な
り
、
初
名
古
致
又
、
古
行
、
通
称
伴
助
、
広
古
の
男
、
住
吉
広
行
の
門
人
、
文
久
二
年
五
月
二
十
六

日
没
す

河
野
是
山
「
伊
予
絵
画
概
説
」『
伊
予
史
談
』
第
九
○
号
、
一
九
三
七
年

前
掲
（
１
）
梶
岡
氏
論
文
。

父
の
広
古
も
広
実
同
様
に
判
明
す
る
経
歴
は
少
な
く
、
こ
の
『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』
以
外
に
は
、
先
の
『
松

山
歴
俸
略
記
』
に
、
広
実
の
記
述
に
続
い
て
、「
初
代
伴
助
、
絵
巧
者
ニ
付
寛
政
七
年
於
江
戸
出
、
六
十
俵
常
府

大
小
三
人
扶
持　

遠
藤
伴
助
」
と
記
さ
れ
る
ほ
か
、
広
実
と
同
じ
く
『
名
印
部
類
』（
前
掲
（
４
）
参
照
）
及
び

そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
『
東
洋
美
術
大
観
』『
日
本
画
家
大
辞
典
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』
の
「
遠
藤
興
甫
」
及
び
「
興
也
、
興
雲
、
興
有
、
興
栄
」
は
、
狩
野
興
以
（
？

～
一
六
三
六
）
の
子
孫
た
ち
と
そ
の
名
が
一
致
す
る
こ
と
や
、
興
以
の
墓
所
も
同
じ
種
徳
寺
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、「
遠
藤
興
甫
」
と
は
「
狩
野
興
甫
」
の
こ
と
で
あ
り
、
遠
藤
家
が
狩
野
興
以
の
家
系
に
あ
っ
た
可
能
性
も

推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
梶
岡
論
文
参
照
。

下
原
美
保
「
住
吉
派
研
究
史
論
―
江
戸
時
代
の
画
論
書
に
み
る
如
慶
、
具
慶
像
を
中
心
に
―
」『
鹿
児
島
大
学
教

育
学
部
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
五
十
二
巻
、
二
〇
〇
一
年

「
住
吉
家
鑑
定
控
」（
一
）
～
（
三
）『
美
術
研
究
』
第
三
十
八
～
四
十
号
、
美
術
研
究
所
、
一
九
三
五
年

前
掲
（
11
）「
住
吉
家
鑑
定
控
」（
一
）
よ
り
該
当
部
分
を
引
用
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
。

榮
華
物
語　
　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

詞
書　

後
京
極
良
經
公

　
　

右
繪
正
四
位
藤
原
朝
臣
信
實
眞
筆
無
疑
者
也

　

寛
政
十
一
巳
未
年
十
二
月　
　
　
　

住
吉
内
記　

廣
行
印

　
　

松
平
隠
岐
守
殿

（
中
略
）

柿
本
人
麿　
　
　
　
　

紙
地
彩
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
衣
之
像

　
　
　

賛　

近
衛
関
白
政
家
公
御
筆

　
　

繪　

古
土
佐
筆

　

寛
政
十
二
庚
申
年
六
月　
　
　
　
　
　

―
―
名

　
　

松
平
隠
岐
守
殿

こ
の
他
、
今
回
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
京
藝
術
大
学
に
は
多
数
の
住
吉
家
粉
本
類
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
広
実
ほ
か
遠
藤
家
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳

細
な
調
査
を
行
い
た
い
。

こ
の
他
、「
広
泉
」
と
い
う
人
物
も
広
実
の
子
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
広
宗
」
の
誤
読
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
本
紀
要
梶
岡
論
文
参
照
。

矢
野
徹
志「
幕
末
の
松
山
藩
画
師
荻
山
雅
弘
伝
―『
荻
山
家
文
書
と
そ
の
絵
画
資
料
』に
み
る
藩
絵
師
の
実
態
―
」

（
上
）（
下
）『
伊
予
史
談
』
第
三
五
九
、三
六
〇
号
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
年
。
な
お
、
本
紀
要
梶
岡
論
文
に
お

い
て
、
こ
の
嘆
願
書
に
つ
い
て
翻
刻
、
言
及
し
て
い
る
の
で
、
参
照
の
こ
と
。

愛
媛
県
美
術
館
所
蔵
品
の
う
ち
《
山
水
之
図
》《
月
下
貴
人
図
》
の
二
点
は
昭
和
四
十
七
年
度
収
蔵
、
そ
の
他
は
、

平
成
二
十
二
年
に
当
館
で
開
催
し
た
「
つ
な
が
る
／
つ
な
げ
る
―
愛
媛
ゆ
か
り
の
芸
術
家
」
展
に
個
人
蔵
と
し

て
出
品
さ
れ
た
八
点
に
一
点
を
加
え
、
同
年
度
に
全
て
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
同
展
図
録
（
非
売
品
）
参
照
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

　　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、作
品
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
立
久
万
美
術
館
・
神
内
有
理
学
芸
員
、法
華
寺（
今
治
市
）・

龍
田
雅
文
住
職
、
松
山
城
総
合
事
務
所
・
先
田
奈
津
子
学
芸
員
、
松
山
市
観
光
産
業
振
興
課
・
野
瀬
崇
光
氏
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
重
ね
て
、
助
言
・
協
力
を
賜
っ
た
当
館
の
梶
岡
秀
一
専
門
学
芸
員
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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落
款
・
印
章
一
覧
及
び
作
品
全
図

②
《
拾
得
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
二
十
歳
代　

Ａ
印

①
《
関
羽
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
・
二
十
二
歳　

Ａ
印

③
《
伊
尹
像
》
（
法
華
寺
）
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
賛
・
三
十
一
歳　

Ｂ
印

④
《
雪
に
犬
図
》
（
法
華
寺
）
三
十
歳
代　

Ｃ
印
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⑥
《
行
事
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
四
十
～
五
十
歳
代　

Ｅ
印

⑤
《
菅
公
像
》
（
法
華
寺
）
四
十
～
五
十
歳
代　

Ｄ
印

⑦
《
邸
内
貴
人
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
四
十
～
五
十
歳
代　

Ｅ
印
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⑧
《
十
六
羅
漢
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
四
十
～
五
十
歳
代　

Ｅ
印

⑩
《
内
裏
雛
図
》
（
松
山
城
）
四
十
～
五
十
歳
代　

Ｅ
印

⑨
《
縁
先
美
人
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
四
十
～
五
十
歳
代　

Ｅ
印

⑪
《
桜
山
人
物
図
》
（
法
華
寺
）
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
・
六
十
一
歳　

Ｆ
印
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⑫
《
貴
人
観
画
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
六
十
歳
代　

Ｇ
印

⑬
《
鶴
図
》
（
町
立
久
万
美
術
館
）
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
・
七
十
歳　

Ｈ
印

⑭
《
貴
人
観
月
図
》
（
個
人
蔵
）
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
・
七
十
一
歳　

Ｆ
印
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⑮
《
吉
野
・
龍
田
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
・
七
十
三
歳　

Ｇ
印

⑯
《
伊
予
四
季
図
屏
風
》
（
松
山
城
）
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
・
七
十
五
歳　

Ｇ
印
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⑰
《
御
所
車
図
》
（
町
立
久
万
美
術
館
）
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
・
七
十
六
歳　

Ｆ
印

⑱
《
双
蝶
図
》
（
町
立
久
万
美
術
館
）
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
・
七
十
七
歳　

Ｉ
印

⑳
《
月
下
貴
人
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
七
十
歳
代　

Ｆ
印
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⑲
《
三
番
叟
図
》
（
法
華
寺
）
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
・
七
十
八
歳　

Ｈ
印

㉑
《
貴
人
観
楓
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
七
十
歳
代　

Ｇ
印

㉒
《
山
水
之
図
》
（
愛
媛
県
美
術
館
）
七
十
歳
代　

Ｈ
印
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㉓
《
雪
景
図
》
（
個
人
蔵
）
七
十
歳
代　

Ｈ
印




